
 

 

 

 

理数探究を指導する教員養成に関する一考察 

SSHの生徒発表からの考察を通して 

 

 

 

 

１．はじめに 

理数探究をよりよく指導するための教員養成の

提案が研究目的である．そのために，実際に生徒が

取り組んだ数学に関する探究の成果から数学の分

野や問題設定の仕方を考察し，主に教員養成の数

学専門科目（教科に関する科目）について提案する．

具体的には，大阪府立大手前高等学校で開催され

ているマスフェスタの要旨集を分析し，生徒の実

態や興味関心を調べる．これらの需要に応えるた

めに，広く行われている数学専門科目を検討した

り，探究活動に関する先行研究を考察したりし，教

員養成についての現実的な提案を行う． 

 

２．分析 

2019 年度マスフェスタの要旨集（大阪府立大手

前高等学校，2019）を考察する．2019 年度は全国

のスーパーサイエンス校（SSH）のうち 38校が参

加し，56 件の発表要旨が載っている．以下，ペー

ジ番号は要旨集の PDFのものを指す． 

(1) 探究されている分野や内容 

数学の分野で多いものは，離散数学（グラフ理論，

フラクタル，離散幾何など）が 14件，整数論が 14

件，初等幾何学が 7件である 1．数学を応用してい

るものは 14件（数学との重複あり）である．未解

決問題に関連するものがよく見られる．コラッツ

予想，フィボナッチ素数が無限に存在するか，四色

問題の初等的証明，マルコフ数の単一性予想，リー

マン予想が挙がっており，組合せゲームに未解決

問題が多いという記述も見られる． 

(2) 純粋数学の問題設定に関する考察 

純粋数学の探究で，問題をどのように設定して

いるか考察した結果，既存問題の数値や形を変更

したり，次元を上げたり，未解決問題に関しては条

件を付けて命題を見いだそうとしていたりするも

のが見られた．数値や形の変更を行っているもの

は 7つ（p.7，11，13，32，38，47，55），次元を上

げることを行っているものは 6 つ（p.19，24，30，

54，61，62），条件を加えているものは 2つ（p.39，

40）があった． 

(3) 数学を応用する探究の考察 

数学を応用している探究では，統計学と関連す

るものが 3 つ（p.16，35，36），解析学と関連する

ものが 2つ（p.17，34）．群論と関連するもの（p.22，

57），離散数学に関連するもの（p.41，51）があっ

た． 

 

３．おわりに 

数学専門科目と関連させた学生への探究的活動

を行わせる研究では，花木ほか（2015）や菰田ほか

（2018）などがある．これらを参考にし，既存の講

義に何を加えるとよい経験ができるかを今後具体

的に提案していきたい． 
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